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平成２２年６月２５日に国土交通省で開催しました、「建築研究所 第４回専門紙記者懇談

会」の配付資料をご案内します。 
 
 
 

建築研究所一般公開 －つくばちびっ子博士－ 

 （専門紙記者懇談会資料）

（内容の問い合わせ先） 

独立行政法人 建築研究所 

所属 総務部総務課 

氏名 大高 茂則 

電話 029-879-0605（直通） 

E-mail ootaka@kenken.go.jp 
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ツアー見学日程と内容（およそ１時間～１時間３０分程度のツアーです。）

Cコース

定員は
１回あたり

25人

Dコース

定員は
１回あたり

25人

「身のまわりにあるバリ
アに気づいてみよう」

－ユニバーサルデザイ
ン実験棟－

「緑のカーテンの効
果を体感しよう」

－展示館－

○ 上記開始時間の５～１０分前までに展示館へ集合して下さい。

○ ツアー見学のほかに、展示館の自由見学を随時受け付けています。

   (７月２０日～８月３１日の平日10:00～12:00・13:00～16:00)　

○ 昼食は、食堂をご利用いただけます

「建物を火事から守るし
くみを知ろう」

－防耐火実験棟－

「建物のゆれを測ってみよう」

－都市防災センター棟－

「鉄筋コンクリートのしくみを知ろう」

－強度試験棟－

「風を見よう」

－通風実験棟－

「オリジナル小物作り大作戦！」

－建築材料実験棟－

○ 各コースいずれも予約が必要です。下記の担当者へお電話にてお申し込み下さい。
　　予約の開始時期については、７月上旬頃、建築研究所ホームページにてご案内致します。
    定員になり次第、予約受付を終了させて頂きますので、あらかじめご了承願います。

＜予約申込み・お問い合わせ先＞
　〒 305 - 0802 つくば市立原１番地
独立行政法人 建築研究所 総務課

 ０２９－８６４－２１５１（代表）
建研ＨＰ：http://www.kenken.go.jp./

7月28日（水）

開始時間は
①１３：００～
②１５：００～
 の２回です。

7月31日（土）

開始時間は
①１０：００～
②１３：００～
③１５：００～
の３回です。

Ａコース

定員は
１回あたり

30人

Ｂコース

定員は
１回あたり

20人

おもに小学４年生～中学生向けの内容です。
※希望があれば小学１～３学年の参加も大歓迎です。

おもに小学１年生～３年生向けの内容です。
※希望があれば小学４年生～中学生の参加も大歓迎です。

「強風時の火の燃え方を見てみよう」

－火災風洞実験棟－

「超高層のゆれを体験してみよう」

-実大構造物実験棟-
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１：目的

２：事業内容

３：見学期間平成２ ２ 年７ 月１ ７ 日（ 土） ～ ８ 月３ １ 日（ 火）

４：対象者全国の小中学生

５：主催　つくば市・つくば市教育委員会

昨年度（平成21年度）の「つくばちびっ子博士」等の建築研究所一般公開の様子

　つくば市は、多くの国等の研究教育機関が立地し、民間の研究所も多数進出しており、我が国を代表する科
学技術の拠点となっている。そこで、21世紀を担う子供達が、これらの研究機関等において科学技術に触れる
ことにより、科学技術に対する関心を高め、夢と希望に満ちた未来を考える手がかりになることを目的として行
う。

　参加者は、指定する場所に用意する“ つくばちびっ子博士パスポート”（ 以下「パスポート」という。）を取得
後、見学期間内に指定見学施設を見学する。見学終了後、各自パスポートに専用スタンプを押印。上記の要
領で各施設を廻り、見学期間終了後パスポートを事務局（ 教育委員会教育指導課） に提出。提出方法は郵
送・持参を問わない（ つくば市立小・中学校は学校に提出も可）。事務局に提出されたパスポート内容を登録・
審査し、「つくばちびっ子博士」「優秀つくばちびっ子博士」「最優秀つくばちびっ子博士」認定者を決定する。認
定者には認定証の交付とともに記念品を贈呈する。今年度の認定証交付時期は１ ２ 月上旬予定。

つくばちびっ子博士２ ０ １ ０ について

「超高層のゆれを体験してみよう」
地震のゆれを体験できる振動台にのって、超高層

の地震のゆれを体験しました。

「身のまわりにあるバリアに気づいてみよう」
バリアフリーやユニバーサルデザインなど、安全安

心を支える技術について体験しました。

「オリジナル小物づくり大作戦」
セメントを使ってオリジナル小物づくりにチャレンジ

しました。

「建物のゆれを測ってみよう」
みんなで建物を揺すって、その揺れを測る体験を

しました。
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